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季刊

会津の寺宝

106
秋の企画展
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会
津
に
は
歴
史
の
古
い
お
寺
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
寺
宝
と
し
て
仏
像
・
仏
画
や

工
芸
品
・
古
文
書
な
ど
が
数
多
く
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
旧
若
松
城
下
に
あ
っ
た

寺
院
の
場
合
、
幕
末
の
戊
辰
戦
争
に
よ
っ
て
大
き
な
被
害
を
受
け
て
失
わ
れ
た
も

の
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
戦
禍
を
く
ぐ
り
抜
け
て
大
切
に
守
ら
れ
て
き
た
宝

物
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

仏
教
の
諸
宗
派
の
ち
が
い
を
超
え
て
、
お
も
に
会
津
若
松
周
辺
の
六
十
数
ヶ
寺

が
集
ま
っ
て
つ
く
る
会
津
仏
教
会
が
、
今
年
創
立
一
〇
〇
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ

れ
を
記
念
し
て
、
当
館
と
の
共
同
で
企
画
さ
れ
た
の
が
、
今
回
の
秋
の
企
画
展
「
会

津
の
寺
宝
」
で
す
。

　

こ
の
企
画
展
で
は
、
会
津
仏
教
会
の
会
員
と
な
っ
て
い
る
寺
院
の
所
蔵
品
と
、

当
館
の
館
蔵
・
受
託
資
料
、
そ
の
他
に
特
別
に
出
品
を
お
願
い
し
た
特
色
の
あ
る

文
化
財
を
あ
わ
せ
て
展
示
公
開
し
ま
す
。
国
宝
一
件
、
重
文
六
件
、
そ
の
他
で
き

る
だ
け
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
資
料
を
集
め
る
総
数
約
七
〇
件
を
御
覧
い
た
だ

け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
会
津
の
寺
院
や
仏
教
の
歴
史
を
ふ
り
返
り
、
先
人
た

ち
の
祈
り
に
触
れ
て
い
た
だ
く
機
会
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

会
津
の
お
寺
に
つ
い
て
、
こ
ん
な
こ
と
を
感
じ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。「
門

の
前
は
何
度
も
通
る
の
で
気
に
な
っ
て
は
い
た
け
ど
、
こ
こ
は
ど
ん
な
お
寺
な

の
？
」、「
有
名
な
文
化
財
が
あ
る
ん
だ
よ
ね
え
、
写
真
な
ん
か
で
は
よ
く
見
る
け

れ
ど
、
ほ
ん
も
の
は
見
た
こ
と
が
な
い
な
あ
」、「
最
近
近
く
に
住
む
よ
う
に
な
っ

た
も
の
の
、
会
津
の
こ
と
は
何
も
知
り
ま
せ
ん
。
仏
都
・
会
津
っ
て
何
？
」、「
会

津
の
お
寺
に
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
あ
る
と
は
聞
い
て
い
ま
す
。
で
も
、
全
部
み

て
ま
わ
っ
て
歩
く
の
は
た
い
へ
ん
」。

　

そ
ん
な
皆
さ
ま
、
ぜ
ひ
、
今
回
の
企
画
展
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

（
歴
史
担
当　

高
橋　

充
）

■
お
も
な
展
示
予
定
資
料

　

※
仏
画
・
工
芸
の
一
部
は
、
資
料
保
護
の
た
め
に
会
期
中
に
展
示
替
え
を
行
い

ま
す
。

〈
国
宝
〉
一
字
蓮
台
法
華
経
開
結
共	

龍
興
寺　
　
　
　
　
　

写
真
①

〈
重
文
〉
金
銅
製
双
龍
双
鳥
文
磬	

金
剛
寺　
　
　
　
　
　

写
真
②

〈
重
文
〉
厨
子
入
木
造
蘆
名
盛
氏
坐
像	

宗
英
寺　
　
　
　
　
　

写
真
③

（表紙）木造十一面観音立像（会津若松市　明光寺）

秋
の
企
画
展

会
津
仏
教
会
創
立
一
〇
〇
周
年
記
念

会
津
の
寺
宝

会
期
：
平
成
二
四
年
一
〇
月
六
日
（
土
）
～
一
一
月
二
五
日
（
日
）

主
催
：
福
島
県
立
博
物
館　

会
津
仏
教
会

①

②
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〈
重
文
〉
白
銅
三
鈷
杵	

恵
日
寺
・
当
館
寄
託　

写
真
④

〈
重
文
〉
紙
本
著
色
蒲
生
氏
郷
像	

西
光
寺
・
当
館
寄
託

〈
重
文
〉
絹
本
著
色
阿
弥
陀
二
十
五
菩
薩
来
迎
図　

当
館

〈
重
文
〉
椿
彫
木
彩
漆
笈	

当
館

　
　
　
　

木
造
徳
一
坐
像	

勝
常
寺　
　
　
　
　
　

写
真
⑤

　
　
　
　

木
造
十
一
面
観
音
立
像	

明
光
寺　
　
　
　
　
　

表
紙
写
真

　
　
　
　

絹
本
著
色
仏
涅
槃
図	

観
音
寺
・
当
館
寄
託

　
　
　
　

絹
本
著
色
達
磨
図
・
絹
本
墨
画
著
色
寒
山
・
拾
得
図

	

天
寧
寺
・
当
館
寄
託

　
　
　
　

絹
本
著
色
十
六
善
神
像	

正
徳
寺
・
当
館
寄
託

■
お
も
な
関
連
行
事

①　

プ
レ
イ
ベ
ン
ト
（
会
津
仏
教
会
企
画
）

　
　
「
大
般
若
経
転
読
の
実
演
」

　
　

一
〇
月
五
日
（
金
）　

午
後
二
時
～　

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

②　

記
念
講
演
会
（
当
館
企
画
）

　
　
「
会
津
の
仏
像
と
仏
画　

鑑
賞
の
極
意
」

　
　

一
〇
月
七
日
（
日
）　

午
後
一
時
三
〇
分
～　

講
堂

　
　

講
師　

若
林　

繁
氏
（
東
京
家
政
大
学
教
授
）「
会
津
の
仏
像
に
つ
い
て
」

　
　
　
　
　

有
賀
祥
隆
氏
（
東
北
大
学
名
誉
教
授
）「
会
津
の
仏
画
に
つ
い
て
」

③　

記
念
講
演
会
（
会
津
仏
教
会
企
画
）　

※
当
日
整
理
券
配
布
を
予
定

　
　
「
再
び
の
『
仏
道
』」

　
　

一
〇
月
二
一
日
（
日
）
午
後
二
時
～　

講
堂

　
　

講
師　

玄
侑
宗
久
氏

④　

展
示
解
説
会
（
当
館
企
画
）　

※
企
画
展
チ
ケ
ッ
ト
が
必
要
で
す
。

　
　

一
〇
月
六
日
（
土
）　

午
後
一
時
三
〇
分
～　

企
画
展
示
室　

当
館
学
芸
員

　
　

一
〇
月
八
日
（
月
祝
）
午
後
一
時
三
〇
分
～　

企
画
展
示
室　

当
館
学
芸
員

　
　

一
一
月
二
五
日
（
日
）
午
後
一
時
三
〇
分
～　

企
画
展
示
室　

当
館
学
芸
員	

他

⑤　

ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
（
会
津
仏
教
会
企
画
）

　
　

一
一
月
二
五
日
（
日
）
午
後
三
時
～　

☆
こ
の
他
に
も
、
会
期
中
に
は
会
津
仏
教
会
の
各
宗
派
が
企
画
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

催
し
が
行
わ
れ
ま
す
。

③⑤

④
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二
〇
一
〇
年
よ
り
開
催
し
て
い
る
会
津
・
漆
の
芸
術
祭
。
三
年
目
、
そ
し
て
震

災
後
二
年
目
と
な
る
今
年
は
「
地
の
記
憶　

未
来
へ
」
を
サ
ブ
テ
ー
マ
に
掲
げ
、

会
津
の
地
か
ら
「
漆
」
を
通
し
て
福
島
の
「
未
来
」
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
な
る
作

品
を
展
示
し
、
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

展
示
会
場
は
、
会
津
若
松
市
内
・
喜
多
方
市
内
の
空
き
蔵
や
店
舗
内
。
歴
史
あ

る
蔵
や
建
築
物
に
点
在
す
る
作
品
を
た
ど
り
な
が
ら
、
改
め
て
会
津
の
歴
史
や
文

化
の
豊
か
さ
、
福
島
の
素
晴
ら
し
さ
を
み
な
さ
ん
と
共
有
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

福
島
の
地
の
記
憶
を
た
ど
り
、
未
来
を
考
え
る
イ
ベ
ン
ト
に
も
ぜ
ひ
足
を
お
運

び
く
だ
さ
い
。

　

展
示
会
場
の
詳
細
は
福
島
県
立
博
物
館
総
合
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
配
布
す
る
マ
ッ

プ
、
あ
る
い
は
Ｈ
Ｐ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
参
加
作
家
：

相
田
雄
一
郎　

会
津
工
業
高
校
チ
ー
ム　

会
津
大
学
大
津
山
研
究
室
「
う
る
ら
ぼ
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

会
津
短
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

会
津
短
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
二
〇
一

〇　

会
津
塗
伝
統
工
芸
士
会
＋
原
忠
信　

会
津
漆
器
技
術
後
継
者
訓
練
校　

赤
木

春
菜　

秋
田
公
立
美
術
工
芸
短
期
大
学
復
興
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム　

秋
田

公
立
美
術
工
芸
短
期
大
学
熊
谷
研
究
室　

吾
子
可
苗　

浅
見
晃
司　

荒
井
勝
佑　

飯
塚
佐
喜
子　

五
十
嵐
健
太　

石
原
晋　

泉
洋
之　

井
波
純
＋
吾
子
可
苗　

岩
田

俊
彦　

岩
渕
浩
之　

梅
野
史
代
＋
会
津
学
鳳
中
高
美
術
部　

ウ
ル
シ
オ
ー
ル　

ウ

ル
た
まP

roject　

逢
坂
卓
郎　

大
澤
周
一　

大
竹
信
一　

大
塚
隆　

大
森
茂
光

小
川
恵　

小
野
良
昌　

樫
村
歩　

加
藤
悦
朗　

金
沢
美
術
工
芸
大
学
喜
多
方
三
十

八
間
蔵
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム　

金
沢
美
術
工
芸
大
学
大
和
川
酒
蔵
良
志
久
庵
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム　

金
澤
文
利　

㈱
天
元
棋
院　

城
戸
み
ゆ
き　

儀
同
哲
夫　

木
村
義
雄　

小
松
茂
夫　

齋
藤
姉
妹　

坂
本
理
恵　

佐
藤
香　

佐
藤
達
夫　

塩
谷

良
太　

篠
原
誠
司　

上
越
教
育
大
学
伊
藤
研
究
室　

杉
原
信
幸　

曽
根
英
昭　

髙

澤
俊
郎　

高
橋
理
加　

立
岩
朝
子　

田
中
信
行　

谷
口
吏　

千
葉
奈
穂
子　

筑
波

大
学
宮
原
研
究
室　

圡
屋
多
加
史　

７
９
８
０
＋
＋　

角
田
純
一　

角
田
弘
司　

照
井
克
彦　

照
井
克
弘　

照
井
邦
彦　

東
北
画
は
可
能
か
？
妖
怪
チ
ー
ム　

常
田

一
彦　

富
山
大
学
芸
術
文
化
学
部
う
ふ
ふ
研
究
室　

沼
田
英
恵　

半
沢
政
人　

広

島
市
立
大
学
大
塚
研
究
室　

福
島
大
学
渡
邊
研
究
室　

堀
浩
哉
＋
堀
え
り
ぜ　

三

浦
圭
一　

港
千
尋　

宮
原
克
人　

宮
本
佳
明　

室
井
春
雄　

山
内
泰
次　

山
口
朋

子　

山
中
早
苗　

吉
田
重
信　

吉
増
剛
造　

渡
邊
希

宮原克人《遠い太陽2012－01》

吉田重信《氣龍》　撮影：吉田暁欧
会津・漆の芸術祭2010より＊作品イメージ

会
津
・
漆
の
芸
術
祭2

0
1

2
　
　

―
 

地
の
記
憶　
未
来
へ ―

会
期
：
二
〇
一
二
年
一
〇
月
六
日
（
土
）
～
一
一
月
二
三
日
（
金
・
祝
）

会
場
：
会
津
若
松
市
内　

二
五
ヶ
所
／
喜
多
方
市
内　

一
四
ヶ
所

主
催
：
福
島
県
教
育
庁
／
福
島
県
立
博
物
館

　
　
　

会
津
・
漆
の
芸
術
祭2

0
1

2

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
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■
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
「
漆
液
が
は
ぐ
く
ん
だ
詩
人
・
相
田
謙
三
」

　
　

ゲ
ス
ト
：
若
松
丈
太
郎
（
詩
人
）

　
　

聞
き
手
：
赤
坂	　

憲
雄

　
　
　
　
　
　
（
会
津
・
漆
の
芸
術
祭
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
／
福
島
県
立
博
物
館
長
）

　
　

日　

時
：
一
〇
月
一
七
日
（
水
）
一
三
時
三
〇
分
～
一
五
時
〇
〇
分

　
　

会　

場
：
福
島
県
立
博
物
館
講
堂

■
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
「
漆
で
つ
く
る
・
漆
で
暮
ら
す
」

　
　

ゲ
ス
ト
：
仁
城　

義
勝
（
木
地
師
）、
赤
木　

明
登
（
塗
師
）

　
　

聞
き
手
：
小
林
め
ぐ
み
（
福
島
県
立
博
物
館
学
芸
員
）

　
　

日　

時
：
一
一
月
四
日
（
日
）
一
三
時
三
〇
分
～
一
五
時
〇
〇
分

　
　

会　

場
：
末
廣
酒
造
嘉
永
蔵

　
　

定　

員
：
一
〇
〇
名
（
要
申
込
・
先
着
順
、
電
話	

〇
二
四
二
︱
二
六
︱
六
〇
六
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
し
く
は
博
物
館
総
合
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
受
付
））

■
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
ア
ー
ト
に
で
き
る
こ
と　

で
き
た
こ
と
二
〇
一
二
」

　
　

パ
ネ
リ
ス
ト
：
吉
田　

重
信
（
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
）、
狐
火
（
シ
ン
ガ
ー
）

　
　
　
　
　
　
　
　

安
竜　

昌
弘
・
大
越　

章
子
（
日
々
の
新
聞
社
）

　
　
　
　
　
　
　
　

渡
邊　

晃
一
（
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
／
福
島
現
代
美
術
ビ
エ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ナ
ー
レ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）

　
　
　
　
　
　
　
　

ヤ
ノ
ベ
ケ
ン
ジ
（
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
）

　
　
　
　
　
　
　
　

貝
沼　
　

航
（
株
式
会
社
明
天
代
表
取
締
役
）

　
　
　
　
　
　
　
　

千
葉　

清
藍
（
書
道
家
）

　
　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
：
川
延　

安
直
（
福
島
県
立
博
物
館
学
芸
員
）

　
　

日　

時
：
一
一
月
一
七
日
（
土
）
一
三
時
三
〇
分
～
一
五
時
三
〇
分

　
　

会　

場
：
大
和
川
酒
蔵
北
方
風
土
館

＊
そ
の
他
に
も
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
の
イ
ベ
ン
ト
、
多
数
の
協

賛
事
業
も
行
わ
れ
ま
す
。
マ
ッ
プ
や
Ｈ
Ｐ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

http://w
w
w
.aizu-artfest.gr.fks.ed.jp/

会津短大プロジェクト《こどものうるし》

山内泰次《四季草花揃》

篠原誠司《漆－地の記憶》

佐藤達夫《蒔絵水指　いのちの旅》
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イ
ベ
ン
ト
レ
ポ
ー
ト

ジ
ュ
ラ
シ
ッ
ク
ふ
く
し
ま

―

一
億
五
〇
〇
〇
万
年
前
の
ふ
く
し
ま
の
古
環
境―

平
成
二
四
年
七
月
二
八
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
三
時
三
〇
分
～
一
六
時
三
〇
分

福
島
県
立
博
物
館　

講
堂

　

恐
竜
時
代
、ジ
ュ
ラ
紀
は
地
球
全
体
が
暖
か
か
っ
た
時
代
。

こ
の
時
期
、
ふ
く
し
ま
の
様
子
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
時
代
の
相
馬
地
域
の
地
層
（
相
馬
中

村
層
群
）
か
ら
は
、
地
元
の
化
石
研
究
家
の
み
な
さ
ん
に
よ

り
、
新
種
を
含
め
た
多
彩
な
生
物
の
化
石
が
発
見
さ
れ
て
お

り
、
日
本
を
代
表
す
る
化
石
産
地
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
化
石
を
も
と
に
、
各
化
石
の
専
門
家
が
当
時

の
生
物
の
姿
や
環
境
の
復
元
を
試
み
ま
し
た
。

第
一
部　

講
演
「
相
馬
地
域
に
分
布
す
る
相
馬
中
村
層
群
か

ら
発
見
さ
れ
た
化
石
群
集
」

一
、「
ジ
ュ
ラ
紀
後
期
と
白
亜
紀
初
期
の
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
化
石
」

　

公
益
財
団
法
人
深
田
地
質
研
究
所
会
長　
　

佐
藤　

正
氏

　
　

①
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
は
同
定
が
確
実
な
も
の
一
六
種
、
②

相
馬
中
村
層
群
の
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
群
集
は
豊
富
さ
で
日
本

で
も
有
数
、
③
す
べ
て
テ
チ
ス
海
～
古
太
平
洋
型
を
示
す

こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

二
、「
植
物
化
石
群
集
と
化
石
か
ら
復
元
さ
れ
る
植
物
体
と

植
生
」

　

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
パ
ー
ク
茨
城
県
自
然
博
物
館
資
料
課
長

　

滝
本　

秀
夫
氏

　

財
団
法
人
自
然
史
科
学
研
究
所
主
任
研
究
員

　

大
花　

民
子
氏

　
　

次
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
栃
窪
層
の
植
物
は
①
領
石

型
植
物
群
に
属
す
る
、
②
高
温
で
乾
季
の
あ
る
環
境
下
に

あ
っ
た
、
③
南
部
北
上
と
の
共
通
種
が
存
在
す
る
。
ま
た
、

大
花
先
生
よ
り
、
ソ
テ
ツ
の
仲
間
の
ベ
ネ
チ
テ
ス
類
の
新

し
い
復
元
ス
タ
イ
ル
が
公
開
さ
れ
ま
し
た
。

三
、「
エ
ビ
・
カ
ニ
、
ハ
虫
類
そ
し
て
恐
竜
の
足
跡
」

　

い
わ
き
自
然
史
研
究
会
顧
問　
　
　
　
　

高
橋　

紀
信
氏

　
　

相
馬
地
域
の
化
石
の
研
究
団
体
「
相
馬
中
村
層
群
研
究

会
」
の
指
導
的
立
場
に
あ
る
高
橋
先
生
に
よ
り
、
相
馬
中

村
層
群
か
ら
発
見
さ
れ
た
様
々
な
分
類
群
に
わ
た
る
貴
重

な
化
石
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
恐
竜
の
足
跡
や
ハ
虫

類
を
中
心
に
、
そ
の
正
体
に
迫
る
研
究
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。

四
、「
白
亜
紀
初
期
の
放
散
虫
化
石
群
集
」

　

福
島
県
立
博
物
館
専
門
学
芸
員　
　
　
　
　

竹
谷
陽
二
郎

　
　

相
馬
中
村
層
群

小
山
田
層
上
部
か

ら
放
散
虫
化
石
四

〇
種
を
識
別
し
た

結
果
、
群
集
の
特

徴
と
し
て
、
①
テ

チ
ス
海
域
と
の
共

通
種
で
占
め
ら
れ

る
、
②
小
山
田
層

上
部
の
年
代
は
バ

ラ
ン
ギ
ニ
ア
ン
後

期
、
③
ア
ン
モ
ナ

イ
ト
化
石
に
よ
る
小
山
田
層
下
部
の
年
代
（
ベ
リ
ア
シ
ア

ン
）
と
矛
盾
し
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

第
二
部　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
相
馬
中
村
層
群
の

生
物
相
と
堆
積
環
境
」

　

化
石
と
化
石
を
産
す
る
岩
相
を
も
と
に
、
各
層
の
堆
積
環

境
、
生
物
の
古
生
態

と
生
物
地
理
、
そ
し

て
相
馬
中
村
層
群
の

堆
積
場
に
つ
い
て
、

講
演
者
に
よ
る
議
論

が
な
さ
れ
ま
し
た
。

大
花
先
生
か
ら
は
、

恐
竜
の
食
べ
も
の
と

し
て
ベ
ネ
チ
テ
ス
類

の
可
能
性
が
も
っ
と

も
高
い
と
い
う
指
摘

が
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
ほ
か
、
滝
本
さ
ん

か
ら
、
新
た
に
得
ら

れ
た
栃
窪
層
か
ら
の
花
粉
群
集
の
報
告
が
あ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
花
粉
群
集
と
の
対
比
が
可
能
で
あ
る
と
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

　

最
後
に
佐
藤
正
先
生
か
ら
、
今
後
の
相
馬
中
村
層
群
の
研

究
の
進
め
方
に
つ
い
て
、
化
石
の
産
地
と
層
準
を
明
確
に
記

録
す
る
こ
と
、
シ
ー
ケ
ン
ス
層
序
を
用
い
た
詳
細
な
堆
積
環

境
の
解
明
に
努
め
る
こ
と
が
重
要
と
の
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。

（
自
然
担
当
：
竹
谷
陽
二
郎
）

企
画
展
「
恐
竜
時
代
の
ふ
く
し
ま
」

　
　
　
　
　
　
　
　

記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

佐藤　正先生による講演

講演されたみなさん



�

ト
ピ
ッ
ク
ス

テ
ー
マ
展　
「
ふ
く
し
ま
の
教
育
資
料
」

福
島
県
立
博
物
館
移
動
展

会
期
：
平
成
二
四
年
一
〇
月
一
三
日
（
土
）
～
一
二
月
二
四
日
（
月
・
祝
）

会
場
：
南
相
馬
市
博
物
館

　

地
球
の
長
い
歴
史
の
中
で
、
中
生
代
は
地
球
上
で
恐
竜
が
大
活
躍
し

て
い
た
時
代
で
す
。
中
生
代
で
は
、
植
物
で
は
シ
ダ
植
物
や
裸
子
植
物

が
、
動
物
で
は
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
の
ほ
か
、
恐
竜
・
翼
竜
・
魚
竜
・
首
長

竜
な
ど
の
ハ
虫
類
が
繁
栄
し
ま
し
た
。
相
馬
地
域
に
分
布
す
る
ジ
ュ
ラ

紀
～
白
亜
紀
前
期
の
相
馬
中
村
層
群
か
ら
も
、
近
年
、
地
元
の
相
馬
中

村
層
群
研
究
会
や
南
相
馬
市
博
物
館
な
ど
の
努
力
に
よ
り
、
新
種
を
含

め
た
世
界
的
に
貴
重
な
化
石
の
発
見
が
相
次
い
で
お
り
、
こ
の
地
域
の

自
然
の
も
つ
す
ば
ら
し
さ
が
改
め
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
県
立
博
物

館
の
移
動
展
と
し
て
、
地
元
の
南
相
馬
市
博
物
館
で
こ
れ
ら
の
標
本
を

公
開
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
展
示
で
は
、
こ
れ
ら
の
化
石
と
化
石
を

産
す
る
地
層
を
も
と
に
、
恐
竜
時
代
の
相
馬
地
域
の
生
き
も
の
の
姿
や

当
時
の
環
境
を
復
元
し
ま
す
。

　

こ
の
移
動
展
は
、
県
立
博
物
館
で
夏
休
み
の
期
間
開
催
さ
れ
た
企
画

展
「
恐
竜
時

代
の
ふ
く
し

ま
」
の
ダ
イ

ジ
ェ
ス
ト
版

で
も
あ
り
ま

す
。
太
古
の

相
馬
地
域
の

姿
に
想
い
を

馳
せ
て
い
た

だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

ジ
ュ
ラ
シ
ッ
ク
相
馬

　

―

化
石
が
語
る
恐
竜
時
代
の
相
馬
地
域―

会　期：10月20日（土）～11月25日（日）
会　場：常設展総合展示室　近・現代コーナー
観覧料：大人・大学生260円（常設展料金でご覧になれます）、小中高生無料

　ふくしま教育週間（11月１日～７日、11月５日は休館日）を中心とした時期にふ
くしまの教育資料を展示します。今年は、郡山出身の明治文化研究家石井研堂
（1865－1943）が明治40年代に編集した雑誌『実業少年』を紹介します。
　研堂は、働く少年が娯楽と教養を深めるようにと願って東京の博文館から『実
業少年』を刊行しました。写真は、明治41年（1908）１月創刊号の附録「実業少
年出世双六」です。石井研堂の立案で、地道に仕事に取り組むことによって成功
が得られるという教訓が織り込まれています。

実業少年出世双六　個人蔵

エイガー　ティプラリウス（エビ）
ジュラ紀後期　ドイツ
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企
画
展

秋
の
企
画
展

　
「
会
津
の
寺
宝
」

　

会
期　

10
月
６
日
（
土
）
～
11
月
25
日
（
日
）

◎
秋
の
企
画
展
関
連
行
事

　

プ
レ
（
開
幕
前
日
）
イ
ベ
ン
ト
「
大
般
若
経
転
読
の
実
演
」

　

日
時　

10
月
５
日
（
金
）
14
時
～

　

会
場　

福
島
県
立
博
物
館
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

　

展
示
解
説
会

　

日
時　

10
月
６
日（
土
）・
８
日（
月
祝
）・
11
月
25
日（
日
）

　
　
　
　

13
時
30
分
～

　

会
場　

福
島
県
立
博
物
館
企
画
展
示
室

　

講
師　

担
当
学
芸
員

　
「
写
経
で
～
す
」

　

日
時　

企
画
展
会
期
中（
10
月
６
日
～
11
月
25
日
）の
毎
週
金
曜
日

　
　
　
　

13
時
30
分
～

　

会
場　

福
島
県
立
博
物
館
実
習
室

　

記
念
講
演
会
「
会
津
の
仏
像
と
仏
画　

鑑
賞
の
極
意
」

　

日
時　

10
月
７
日
（
日
）
13
時
30
分
～

　

会
場　

福
島
県
立
博
物
館
講
堂

　

講
師　

東
京
家
政
大
学
教
授　

若
林　

繁
さ
ん

　
　
　
　

東
北
大
学
名
誉
教
授　

有
賀
祥
隆
さ
ん

　

坐
禅
体
験
と
Ｄ
Ｖ
Ｄ
解
説

　

日
時　

10
月
13
日
（
土
）
14
時
～

　

会
場　

福
島
県
立
博
物
館
視
聴
覚
室

　

記
念
講
演
会
「
再
び
の
『
仏
道
』」

　

日
時　

10
月
21
日
（
日
）
14
時
～

　

会
場　

福
島
県
立
博
物
館
講
堂

　

講
師　

玄
侑
宗
久
さ
ん

　

読
経
の
実
演

　

日
時　

10
月
26
日
（
金
）
14
時
～

　

会
場　

福
島
県
立
博
物
館
講
堂

　

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
イ
ベ
ン
ト
「
ひ
と
り
人
形
芝
居
」

　

日
時　

10
月
28
日
（
日
）
11
時
～
、
13
時
30
分
～

　

会
場　

福
島
県
立
博
物
館
講
堂

　

出
演　

安
藤
圣
一
さ
ん

　

琵
琶
の
弾
き
語
り

　

日
時　

11
月
１
日
（
木
）
14
時
～

　

会
場　

福
島
県
立
博
物
館
講
堂

　

出
演　

和
田
至
絋
さ
ん　

博
多
美
保
子
さ
ん

　
「
来
て
！
見
て
！
聴
い
て
！
す
て
き
仏
教

　
　

～
天
台
宗
・
曹
洞
宗
共
催　

御
詠
歌
奉
詠
交
流
発
表
会
と

天
海
大
僧
正
を
知
る
講
演
会
～
」

　

日
時　

11
月
７
日
（
水
）
13
時
30
分
～

　

会
場　

福
島
県
立
博
物
館
講
堂

　

坐
禅
体
験
と
実
演

　

日
時　

11
月
11
日
（
日
）
10
時
～
、
14
時
～

　

会
場　

福
島
県
立
博
物
館
視
聴
覚
室
・
体
験
学
習
室

　

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
イ
ベ
ン
ト
「
法
衣
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー　

イ
ン

ド
か
ら
会
津
へ　

真
言
宗
の
場
合
」

　

日
時　

11
月
17
日
（
土
）
14
時
～

　

会
場　

福
島
県
立
博
物
館
講
堂

　

ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

　

日
時　

11
月
25
日
（
日
）　

15
時
～

会
津
・
漆
の
芸
術
祭2012

　

会
期　

10
月
６
日
（
土
）
～
11
月
23
日
（
金
）

テ
ー
マ
展

※
常
設
展
料
金
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す

　
「
ふ
る
さ
と
の
考
古
資
料
３　

館
蔵
『
９
人
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』
展
」

　

会
期　

６
月
５
日
（
火
）
～
Ｈ
25
年
５
月
12
日
（
日
）

　
「
会
津
・
漆
の
芸
術
祭
２
０
１
２
」

　

会
期　

10
月
６
日
（
土
）
～
11
月
23
日
（
金
）

　
「
吉
祥
」

　

会
期　

12
月
22
日
（
土
）
～
平
成
25
年
１
月
27
日
（
日
）

ポ
イ
ン
ト
展

※
常
設
展
料
金
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す

　
「
郡
山
市
熱
海
遺
跡
の
縄
文
土
器
」

　

会
期　

７
月
24
日
（
火
）
～
平
成
25
年
３
月
３
日
（
日
）

　
「
相
双
地
方
の
旧
石
器
」

　

会
期　

９
月
11
日
（
火
）
～
平
成
25
年
３
月
３
日
（
日
）

　
「
縄
文
う
る
し
の
世
界
」

　

会
期　

10
月
６
日
（
土
）
～
11
月
30
日
（
金
）

　
「
会
津
年
中
行
事
屏
風
」

　

会
期　

10
月
11
日
（
木
）
～
11
月
21
日
（
水
）

　
「
新
発
見
！
弥
生
時
代
の
木
の
道
具
」

　

会
期　

10
月
16
日
（
火
）
～
平
成
25
年
３
月
３
日
（
日
）

　
「
ふ
く
し
ま
の
教
育
資
料
」

　

会
期　

10
月
20
日
（
土
）
～
11
月
25
日
（
日
）

　
「
ウ
ニ
の
世
界
」

　

会
期　

10
月
27
日
（
土
）
～
12
月
24
日
（
月
）

　
「
古
墳
時
代
の
象
嵌
技
術
」

　

会
期　

11
月
13
日
（
火
）
～
平
成
25
年
３
月
３
日
（
日
）

　
「
こ
た
つ
が
け
」

　

会
期　

12
月
５
日
（
水
）
～
平
成
25
年
１
月
23
日
（
水
）

◎
ポ
イ
ン
ト
展
関
連
行
事

　
「
古
墳
時
代
の
象
嵌
技
術
」
講
演
会
＆
報
告
会

　

日
時　

11
月
24
日
（
土
）
13
時
30
分
～
15
時

　

会
場　

福
島
県
立
博
物
館
講
堂

　

講
師　

福
島
大
学
教
授　

菊
地
芳
朗
さ
ん

　
　
　
　

学
芸
員　

松
田
隆
嗣　

高
橋　

満　

杉
崎
佐
保
恵

移
動
展

　
「
ジ
ュ
ラ
シ
ッ
ク
相
馬
」

　

会
期　

10
月
13
日
（
土
）
～
12
月
24
日
（
月
）

　

会
場　

南
相
馬
市
博
物
館

◎
移
動
展
関
連
行
事

　

移
動
展
関
連
講
演
「
恐
竜
時
代
の
相
馬
」

　

日
時　

10
月
28
日
（
日
）
13
時
30
分
～
15
時
30
分

　

会
場　

南
相
馬
市
博
物
館

　

講
師　

福
島
県
立
博
物
館
学
芸
員　

竹
谷
陽
二
郎

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
イ
ベ
ン
ト

※
は
要
申
込

　

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
「
祈
り
の
夕
べ
」

　

日
時　

12
月
15
日
（
土
）
13
時
30
分
～
15
時

　

会
場　

福
島
県
立
博
物
館
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

　

出
演　

板
橋　

亮
さ
ん　

高
木
満
理
子
さ
ん　

細
川
佳
那
枝
さ
ん

木
曜
の
広
場

　
「
老
媼
茶
話
」
を
読
む
７

　

日
時　

10
月
18
日
（
木
）
13
時
30
分
～
15
時

　

会
場　

福
島
県
立
博
物
館
講
堂

　

講
師　

館
長　

赤
坂
憲
雄

　
「
老
媼
茶
話
」
を
読
む
８

　

日
時　

11
月
15
日
（
木
）
13
時
30
分
～
15
時

　

会
場　

福
島
県
立
博
物
館
講
堂

　

講
師　

館
長　

赤
坂
憲
雄

　
「
老
媼
茶
話
」
を
読
む
９

　

日
時　

12
月
13
日
（
木
）
13
時
30
分
～
15
時

　

会
場　

福
島
県
立
博
物
館
講
堂

　

講
師　

館
長　

赤
坂
憲
雄

講
演
・
講
座

※
は
要
申
込

○
民
俗
講
座

　

収
蔵
庫
か
ら
４
「
こ
け
し
と
木
地
師
」

　

日
時　

11
月
10
日
（
土
）
13
時
30
分
～
15
時

　

会
場　

福
島
県
立
博
物
館
視
聴
覚
室

　

講
師　

学
芸
員　

二
瓶
浩
伸

○
自
然
史
講
座

※
チ
リ
メ
ン
モ
ン
ス
タ
ー
を
さ
が
せ
！

　

日
時　

11
月
３
日
（
土
）
13
時
30
分
～
15
時

　

会
場　

福
島
県
立
博
物
館
実
習
室

　

講
師　

き
し
わ
だ
自
然
友
の
会　

日
下
部
さ
ん
・
図
師
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
田
さ
ん

※
鶴
ヶ
城
の
野
鳥

　

日
時　

11
月
11
日
（
日
）
13
時
30
分
～
15
時
30
分

　

会
場　

鶴
ヶ
城
公
園
・
福
島
県
立
博
物
館
視
聴
覚
室

　

講
師　

野
鳥
研
究
家　

古
川
裕
司
さ
ん

実
演

　

か
ら
む
し
織
り

　

日
時　

10
月
14
日
（
日
）
13
時
30
分
～
15
時

　

会
場　

福
島
県
立
博
物
館　

体
験
学
習
室

　

講
師　

伝
統
技
術
保
持
者　

酒
井
モ
ト
子
さ
ん

　

檜
枝
岐
に
伝
わ
る
ガ
バ
ぞ
う
り
作
り

　

日
時　

11
月
４
日
（
日
）
13
時
30
分
～
15
時

　

会
場　

福
島
県
立
博
物
館
体
験
学
習
室

　

講
師　

伝
統
技
術
保
持
者　

平
野
チ
サ
エ
さ
ん

や
さ
し
い
展
示
解
説

　

＊
展
示
解
説
員
に
よ
る
常
設
展
総
合
展
示
の
案
内
で
す
。

　

＊
毎
週
土
曜
日
、
日
曜
日
の
10
時
30
分
と
14
時
か
ら
30
分
ほ
ど
行

い
ま
す
。

　

＊
要
申
込
の
行
事
は
基
本
的
に
開
催
日
の
１
ヶ
月
前
か
ら
募

集
を
開
始
し
ま
す
が
、
異
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

＊
そ
の
他
、
行
事
等
の
詳
細
に
関
し
ま
し
て
は
、
月
行
事
予

定
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

常
設
展
無
料
開
放
日

　

11
月
３
日
（
土
）
文
化
の
日

企
画
展
無
料
開
放
日（
ふ
く
し
ま
教
育
週
間
の
た
め
）

※
小
学
生
・
中
学
生
・
高
校
生
の
み

　

11
月
１
日
（
木
）
～
11
月
７
日
（
水
）　

た
だ
し
、
休
館
日
は
除

き
ま
す
。

10
月
～
12
月
の
休
館
日

10
月
１
日
（
月
）・
９
日
（
火
）・
15
日
（
月
）・
22
日
（
月
）

　
　

29
日
（
月
）

11
月
５
日
（
月
）・
12
日
（
月
）・
19
日
（
月
）・
26
日
（
月
）

12
月
３
日
（
月
）・
10
日
（
月
）・
17
日
（
月
）・
18
日
（
火
）

　
　

25
日
（
火
）・
28
日
（
金
）
～
31
日
（
月
）


